
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   

学 校 名 大垣市立南中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月９日（土）～１１月２０日（水） 

実 施 概 要 ①地区センターまつり参加（意見発表・合唱披露・行事写真パネル展示）

②文化の集い（オーケストラ鑑賞・合同演奏、合唱コンクール） 

③キャリア講話 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   ☑産業   ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開  ☑成果発表  ☑交流活動  □講演会等 

  ☑地域行事等参加  □その他 

来 校 者 数 保 護 者 １４２人
計   １５１人

地域関係者    ９人

実 施 状 況  ①市の少年の主張で発表した生徒が、地区福祉協議会の行事の中で意見発

表を行った。また、合唱部が地区センターまつりで部活動の成果を発表

した。２日間の行事期間中、各学級で制作した行事写真パネルを展示し、

生徒の様子を紹介した。 

 ②オーケストラを招聘して、オーケストラの演奏を鑑賞するとともに、ふ

るさとと生きる喜びを感じるために創られた混声合唱組曲「水の翼」を、

学年毎に一曲ずつオーケストラの伴奏で合唱発表した。午後は学級毎の

合唱を発表して、合唱コンクールを実施した。 

 ③２年生の総合学習において、地域で活躍されている方を招聘して、働く

ことの意義やこれまでの体験談を話していただくとともに、意見交流を

行った。 

成果及び課題  ①継続して参加している行事であるので、地域の方は楽しみにしている。

作品の展示を絵画・書道から学校行事の写真パネルに変更したが、学校

の様子を地域の方に知ってもらうことができ好評であった。 

 ②学校創立50周年を記念して創られた混声合唱組曲「水の翼」は、代々歌

い継がれてきているので、学年の合唱として位置付いている。歌詞に込

められたふるさとの自然と人としての生き方を理解しながら合唱に取

り組むことができた。保護者の方の関心も高く、平日にもかかわらず多

くの方が来校され、生徒の合唱に感動していただけた。（「とてもよい機

会で参加できて良かったです。子どもたちの頑張る姿も見られて良かったです。」

文化の集い保護者アンケートより） 

 ③10月に実施した職場体験を受けてキャリア講話を行った。職場体験で働

くことの厳しさを体験しての講話であったので、生徒にとってより身近

に感じられ関心をもって、地域の方から話を聞くことができた。 

  課題としては、「岐阜県ふるさと教育週間」という意識が一層高まるよ

う、継続して取り組むことで、ふるさとへの誇りと愛着を育んでいきたい。

 


